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貸  借  対  照  表 

（2022 年 12 月 31 日現在） 

（単位：千円） 

科　　　　　目 金　　額 科　　　　　目 金　　額

（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流 動 資 産 438,457 流 動 負 債 278,498

　　現金及び預金 249,525 　　買掛金 53,614

　　売掛金 177,117 　　短期借入金 41,531

　　その他 11,845 　　1年内償還予定の社債 16,000

　　貸倒引当金 △ 31 　　未払金 10,546

固 定 資 産 89,711 　　未払費用 76,725

　有形固定資産 31,784 　　未払法人税等 39,668

　　建物附属設備 14,747 　　未払消費税等 28,039

　　構築物 4,252 　　リース債務 792

　　工具、器具及び備品 6,601 　　賞与引当金 8,975

　　リース資産 3,540 　　その他 2,605

　　その他 2,642 固 定 負 債 97,198

　無形固定資産 10,274 　　社債 18,000

　　ソフトウエア 10,274 　　長期借入金 75,534

　投資その他の資産 47,652 　　リース債務 3,168

　　差入保証金 8,274 　　その他 496

　　敷金 33,102 負債合計 375,696

　　繰延税金資産 5,734 （純 資 産 の 部）

　　その他 541 株主資本 152,471

　資本金 50,000

　資本剰余金 20,000

　　資本準備金 20,000

　利益剰余金 82,471

　　利益準備金 150

　　その他利益剰余金 82,320

　　　繰越利益剰余金 82,320

純資産合計 152,471

資産合計 528,168 負債・純資産合計 528,168

記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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【重要な会計方針】 

1. 固定資産の減価償却の方法 

（1）有形固定資産（リース資産を除く） 

2016年４月以降取得の建物附属設備および構築物は定額法、それ以外は定率法 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物附属設備      ８年～１５年 

構築物             ２０年 

工具、器具及び備品      ５～６年 

（2）無形固定資産（リース資産を除く） 

定額法 

なお、自社利用のソフトウエアについては社内における利用可能期間（５年）に基づい 

ております。 

  （3）リース資産 

       所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

        リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

 

2. 引当金の計上基準 

（1）貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒 

懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上し 

ております。 

  （2）賞与引当金 

       従業員への賞与の支払いに備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、事 

業年度に帰属する額を計上しております。 

 

3. その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 

消費税等の会計処理  

消費税等（消費税および地方消費税）の会計処理は、税抜方式によっております。 

 

 

【１株当たり情報の注記】 

1. １株当たり純資産額            21,781円64銭 

2. １株当たり当期純利益          12,350円22銭 

 

 

【当期純利益】 

  86,451千円 

 

 


